
マチごとエコタウン推進課

市民会議趣旨・目的

資料３
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市の概要

■地勢 ■人口

■地目別土地利用

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

1
9
6
0
年

1
9
6
5
年

1
9
7
0
年

1
9
7
5
年

1
9
8
0
年

1
9
8
5
年

1
9
9
0
年

1
9
9
5
年

2
0
0
0
年

2
0
0
5
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

2
0
0
9
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

2
0
1
6
年

2
0
1
7
年

2
0
1
8
年

2
0
1
9
年

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

人口 世帯数

2021年3月末日現在

人口：344,014人

世帯：164,287世帯

位置：都心から30㎞の首都圏
面積：72.11㎞2

（2021年１月１日現在）

田・畑

23.6%
宅地

35.4%

山林

6.1%

雑種地

10%

その他

24.9%
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所沢市のゼロカーボンシティ宣言

2020年11月3日
所沢市が市政施行70周年式典にて、
2050年ゼロカーボンシティを表明。

2021年2月15日
ダイアプランを構成する近隣５市（所
沢・飯能・狭山・入間・日高）が共同
でゼロカーボンシティ宣言。
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実質ゼロとは

二酸化炭素排出を大きく減らして、減らせない分は吸収して±０にする

出典：環境省脱炭素ポータル



達成への道筋
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東日本大震災・原発事故

「マチごとエコタウン所沢構想」

「所沢市マチごとエコタウン推進計画」

ゼロカーボンシティ宣言

近隣５市ゼロカーボンシティ共同宣言

エネルギー・資源に過度に依存した

ライフスタイルの転換

2011年

2014年

2019年

2020年

2021年

2030年

2050年

2022年

計画改定（２カ年）

達成への体制整備完了

2024年

中間改定
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気候市民会議とは

欧州等で近年盛んに行われている、無作為抽出等で集
まった市民が一堂に会し、数週間から数ヵ月かけて地球
温暖化対策について話し合う会議のこと。その結果は国
や自治体の政策決定に活かされる。

国内の事例

2020年 札幌市
2021年 川崎市
2022年 武蔵野市

所沢市、武蔵野市は初の自治体主催！
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参加者の決定方法

無作為抽出
4,500人に発送

参加希望者
111人

４９名を決定！

①年齢
②性別
③居住地区
④市の施策の把握度
⑤環境活動の実践度

抽
出

※詳細は参考資料をご確認下さい
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マチごとゼロカーボン市民会議の目的

参加者一人ひとりが地球温暖化問題を自分事として捉え、
議論することで、問題意識を共有すると共に、会議結果
をマチごとエコタウン推進計画の改訂及びゼロカーボン
シティ実現に向けた施策に繋げること。

会議結果とは

・各回で出た意見

・アンケート形式の投票結果
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アンケート形式の投票とは

話しあったテーマに関する設問を用意し、各設問につい
て５段階で、推進すべきか、そうでないかをお答えいた
だくもの。
(投票のイメージ)
投票項目について、あなたの意見に最も近いものを１～５の５段階の中から一つ選んでください。（一部自由記述の設問もご
ざいますので、その場合は自由に意見を述べてください）
１ 推進すべきでない ２ どちらかといえば推進すべきでない ３ どちらともいえない ４ どちらかといえば推進すべき
５ 推進すべき

[エネルギー]
① 公共施設へ太陽光等の再エネ設備設置を推進
－公共施設の電力を自給自足すると共に、災害時には非常用電源として活用することで、避難時等に停電が起きたとしても、
電気を使用できる環境を整える。

１ ２ ３ ４ ５

② ご回答いただいた施策以外で所沢市がゼロカーボンシティ実現を達成するために再エネ分野で必要と思われる施策について、

自由に意見を述べてください。（自由記述）
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会議結果の反映方法

会議結果

環境審議会

計画改訂
市の施策

環境審議会とは

市長の諮問（求め）に応じて、市
の環境保全に関する基本的事項につ
いて調査及び審議を行う機関であり、
委員は知識経験者、民間団体の代表
者、市民等で構成されています。令
和４年度から令和５年度に開催する
環境審議会では、マチごとエコタウ
ン推進計画の改訂についてご議論い
ただいています。
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全５回の流れ

第１回
８月２１日

・オリエンテー
ション

・参加者交流
・地球温暖化
について

第２回
９月２５日

テーマ別
グループ討議

２回目以降の討
論テーマを決定

第３回
１０月２３日

テーマ別
グループ討議

第４回
１１月２７日

テーマ別
グループ討議

第１回目で決めたテーマについて議論
投票に向けて自分の考えを確立させていく

投
票

第５回
１２月１８日

・所沢市の未来
像について

・投票結果共有
・会議全体のふ
りかえり
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グループワークの基本的な進め方

有
識
者

地
域
の

実
践
者

所
沢
市

情報提供 グループワーク

①ゼロカーボン実現に向けて
取り組んだ方が良いこと

②実施するにあたっての課題

③課題への対処方法
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グループワークで大切にしたいこと

▶ 発言を遮らない、否定しない
▶ 発言は短く、簡潔に
▶ 話を聞くときは頷こう
▶ 発表したら拍手しよう
▶ 議論の場ではなく“対話の場”を意識しよう

議論で勝ち負けを決めるとか、意図のある結論
に誘導するとか、異議を許さないということでは
なく、対等な人間関係の中で、お互いに尊重し合
い、かつ何度も論点を往復しているうちに新しい
視野が開け、何かが生まれること
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第１回マチごとゼロカーボン市民会議 タイムテーブル

13：00 20 開会
市長からのメッセージ
市民会議趣旨・目的説明

13：20 15 チェックイン(参加者の紹介) グループ内で他己紹介

13：35 35 『所沢市のすきなところ・魅力だと思う
ところ』を話し合おう

グループをまたいで“所沢”を考える

14：10 10 休憩

14：20 55 情報提供１ 江守 正多氏より 気候変動の現状について
質疑応答

15：15 10 情報提供２ 所沢市より 所沢市の現状について

15：25 20 情報提供３ 小出 瑠氏より 脱炭素型ライフスタイルについて

15：45 10 休憩

15：55 60 グループワーク

16：55 5 チェックアウト ～閉会 連絡事項など


